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目的

「交通空白」に係るお困りごとを抱える自治体、交通事業者と、様々な資源を持つ幅広い分野の企業・

団体群の連携・協働体制を構築し、「交通空白」解消に向けて、「地域の足」・「観光の足」を確保するた
め、実効性かつ持続可能性のある取組を全国規模で推進する。

会員

〇「交通空白」に係るお困りごとの解決に向け、幅広い分野の関係者との連携・協働に高い意欲をも

つ自治体や交通事業者

〇全国各地の「交通空白」の解消に向け、自らが抱える人材・技術・サービス・ネットワークなどを活用
した貢献に高い意欲を持つ企業または団体 等

主な取組

課題×ソリューションの

マッチング
空白解消に向けた

パイロットプロジェクト
空白解消に向けた

ナレッジの共有

お困りごとを抱える自治体や交通事業者
と、技術、サービス等のソリューションを
持つパートナー企業との連携・協働を後
押し

全国共通のお困りごとについて、全国規
模での解決を目指し、自治体、参加企業
等が連携・協働して取り組む実証事業を
展開

交通空白にかかるナレッジの共有や、タク
シー、乗合タクシー、公共/日本版ライド
シェア等の活用促進に向けたセミナー等
を実施
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